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川崎市のプロフィール 

人口        １４３万６３６８人(2012.5) 

面積        １４４．３５Km２ 

市内総生産    ５兆２,１４０億円(2008) 

主要産業      製造業、サービス業 

            運輸・サービス業 

主要製造業    一般機械、金属製品 

            電機 

発展産業      新製造技術、情報通信 

            環境、福祉、生活文化 

川崎市は「工都かわさき」とよばれ、ものづくり都市と
して発展してきたが、近年では、日本をリードする産
業技術や研究開発機能が集積する先端技術産業都
市へと、その姿を大きく変えつつある。  
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事業者・市民・行政が 

一体となった対策による 

大幅な改善 

二酸化硫黄の年平均値の推移
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様々な対策により、大気の状態を大幅
に改善。大気の安定する冬場には遠く
富士山を望むことも可能。 

臨海部の工場から排出される煙が街
を覆っていた。 

川崎の空（1967年） 川崎の空（2011年） 

 公害の経験 
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公害対策分野 省エネ対策分野 資源・エネルギーの循環・有効利用 

地球温暖化対策分野 

３Ｒ対策分野 

○様々な環境課題に取り組む過程において、川崎市内には多数の環境対策技術・ノウハウが蓄積 
○こうした川崎の経験等を海外に移転し、地球規模の環境問題の解決に貢献することが川崎の責務 
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32万人 63万人 97万人 104万人 117万人 125万人 142万人 

2010 
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エクサ、デル、
東芝ｻﾑｽﾝｽﾄﾚｰｼﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、
ﾐﾆｯﾄｱｼﾞｱﾊﾟｼﾌｨｯｸ（4社とも本社）

日本IBM（事業所）

日本ブチル
（本社）

東京電力
（発電所）

日本トイザらス
（本社）

D&Mﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ（本社）

ﾓﾄﾛｰﾗ（ｵﾌｨｽ）

黒田精工
（本社）

東亜石油（本社）

キヤノン（事業所）

富士通（本店、工場） 東芝（研究開発センター）

NEC
（事業場、
中央研究所）

味の素
（事業所、
研究所）

三菱レイヨン
（技術・情報センター）

キヤノン（事業所）

ミツトヨ
（本社）

タイコエレクトロニクスアンプ
（エンジニアリングセンター）

ハリウッド化粧品
（研究所、工場）

東芝ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ社（ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ）富士通研究所（本社）

ｷﾔﾉﾝｱﾈﾙﾊﾞ（本社）

ﾆﾁﾛ（中央研究所）

荏原ﾕｰｼﾞﾗｲﾄ（中央研究所）

ｴｰｴｽｴﾑｴﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ（本社）

ﾃｭﾌｵｰﾀﾏ（試験所）

日立製作所
（研究所） サントリー

（商品開発センター）

三菱ふそう
トラック・バス
（製作所、技術センター）

花王（工場）

日清製粉
（工場）

日本ロレアル（研究開発センター）

富士ゼロックス（事業所）

富士ゼロックス情報システム（事業所）

ハーゲンダッツ（R&Dセンター）
旭化成（製造所）

新日本石油化学（本社）

ｼｰﾎﾞﾝ
（本社）

日本ｾﾞｵﾝ（工場、研究所）

パイオニア
（研究所）

キヤノン
（事業所）

JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
（研究所）

JFEｽﾁｰﾙ
（ｽﾁｰﾙ研究所）

東燃ゼネラル石油
（工場、中央研究所）

日本ユニカー
（工業所、
研究開発部）

昭和電工（事業所、研究開発ｾﾝﾀｰ、生産技術ｾﾝﾀｰ）

研究開発機関数：225ヶ所
（民間企業201ヶ所、大学・その他の研究機関24ヶ所）

東京応化工業（本社）

コア（総合研究所）

東燃化学
（工場）

ﾀﾞｳ･ｹﾐｶﾙ日本
（開発ｾﾝﾀｰ）

日本油脂（工場）

YAKIN川崎

東京ガス
（事業所）

JFEｽﾁｰﾙ（製鉄所）

新日本石油化学（事業所）

営電
【テレビ信号発生器製造】

神津精機
【ナノテク技術】

マイクロ・ダイヤモンド
【微細･精密･高品位加工用工具の開発･製造】

常光
【医療分析装置メーカー】

ニクニ
【過流タービンポンプ】

三木プーリ
【高精度部品製造】

長津製作所
【ナノレベルの

精密金型製造】

栄通信工業
【精密ポテンショ

メーター製造】

ものづくり中小企業
研究開発型企業等

サイエンスパーク及び
研究開発型工業団地

マイコンシティ
（南黒川）

マイコンシティ
（栗木）

ＫＳＰ

新川崎創造のもり
Ｋ2タウンキャンパス

ＫＢＩＣ

ＴＨＩＮＫ
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【高精度部品製造】
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 研究開発機能の集積 

ＪＸ日鉱日石エネルギー 

日本冶金工
業 
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【川崎エコタウン基本方針】 
 
○企業自身がエコ化推進 
○企業間連携で地区のエコ化推進 
○環境を軸として持続的に発展する地区の実現に向けた研究 
 
 
 
○企業や地区の成果を情報化し、社会や開発途上国に貢献 

• 全国第１号（1997年）のエコタウンプラン承認 

• 首都圏に隣接する川崎臨海部全体（2,800ha）
が対象エリア 

• 立地する既存企業の資源循環型生産活動への展
開や新たな資源リサイクル施設の建設を促進 

• 排出物を原料・生産資源として利用する循環
型・省資源型の「ゼロ・エミッション工業団
地」を整備 

川崎エコタウン対象エリア 

川崎エコタウン 

資源リサイクルシステム 

エコタウン構想の推進 
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廃プラスチックアンモニア
原料化施設 
（昭和電工(株)） 

PET to PETリサイクル施設 
（ペットリファインテクノ
ロジー (株)） 

廃プラスチック高炉還元施設／廃プラ
スチック製コンクリート型枠用パネル
製造施設／廃家電リサイクル施設 
（JFEグループ） 

川崎ゼロ・エミッション工業団地 

半径約1.5ｋｍ内 難再生古紙リサイクル施設 
（三栄レギュレータ(株)） 

リサイクルセメント製造施設 
（(株)デイ・シイ） 

 先進的なリサイクル施設の集積 
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 川崎市臨海部において、川崎市と東京
電力の共同により、合計出力２万ｋＷの
太陽光発電所を建設するメガソーラー計
画を進め、平成２３年度に運転開始 

 東京電力：太陽光発電設備設置、発電
所運用・保守 
 川崎市：ＰＲ施設の設置運営 

（資料）東京電力ＨＰより作成 

浮島太陽光発電所 
出 力：約7,000ｋＷ 
発電量：約740万ｋＷｈ 

扇島太陽光発電所 
出 力：約13,000ｋＷ 
発電量：約1,370万ｋＷｈ 

太陽光発電等ＰＲ施設 

川崎市所有地 東京電力所有地 

川 崎 市 

東京電力 

ＰＲ施設設置・運営 

太陽光発電設備設置 
発電所運用・保守 

 

 

２発電所の合計出力 約２万ｋＷ（7,000

ｋＷ＋13,000ｋＷ） 

一般家庭約5,900軒分の年間使用電力約

2,100万ｋＷｈを発電 

年間ＣＯ２削減効果約8,900ｔ 

国内最大級の太陽光発電所 

メガソーラー発電施設2011 
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◆見て・聞いて・触って・学べる環境学習施設 

◆学習できるテーマ 

 ○地球温暖化 ○再生可能エネルギー ○資源循環 

▲１階 ガイダンスゾーン 

▼２階 展示ゾーン 

○ 館内展示スペース 

太陽光発電等ＰＲ施設（かわさきエコ暮らし未来館） 

◆２０１１年８月６日開館 

◆所 在 地：川崎区浮島町509-1 浮島処理センター内 

◆開館時間：9:00～16:30(入場は16:00まで) 

◆休 館 日：毎週月曜日（月曜が祝日の時は翌日） 

◆入 場 料：無料 

◆平日２回、土日祝４回 展望スペースでの見学実施 

展望スペースから、浮島 
太陽光発電所が眺望可能！ 

見学エリア 

かわさきエコ暮らし未来館 
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・ライフサイクルでＣＯ２削減に寄与する製品や技術等を評価する枠組み 

・生産時のみでなくライフサイクル全体で、従来の製品等と比較した場合のＣＯ2削減量を算定 

ＣＯ２削減川崎ﾓﾃﾞﾙとは 

ＣＯ２削減川崎モデルに基づき、低炭素社会に貢献している製品や技術等を評価する制度。 

低ＣＯ２川崎ブランドとは 

原材料 

調達 
生産 流通・販売 

使用・ 

維持管理 

廃棄・ 

ﾘｻｲｸﾙ 

原材料 

調達 
生産 

流通・販売 
使用・ 

維持管理 

廃棄・ 

ﾘｻｲｸﾙ 

  ≪比較対象(ベースライン)：従来のもの、標準的なもの≫   

≪低ＣＯ２製品等：認定対象となる製品・技術等≫ 

比較 ＝        ＋        ＋        ＋       ＋ CO2削減 

効果 
比較 比較 比較 比較 

算定イメージ（製品の場合） 

ﾗｲﾌｻｲｸﾙでＣＯ２を評

価する考え方の浸透 

全ての工程を通じてＣＯ２を見える化！ 

ライフサイクルで評価する制度 

 低ＣＯ２川崎ブランド 
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かわさき環境ショーウィンドウ大賞 

かわさき環境ショーウィンドウモデル事業 

環境関連製品と市内の様々な施設を活用し、省エネや創エネに効果があり、一般の方々 

にもわかりやすい“環境関連技術の見える化”をテーマとしたアイデアを事業者などから募集
し、モデル事業を決定。かわさき低CO２パイロットブランドなどを用いたモデル事業も実施。 

○ いろんな場所で「創る・蓄える・使う」エネルギー （実施場所：高津区役所） 
○ 風力・太陽光による自然エネルギー発電と人力発電による安全・安心の備え（実施場所：川崎市夢見ヶ先動物公園） 
○ 電力半分大作戦 （実施場所：川崎地下街アゼリア） 
○ 太陽光発電システム導入による新エネルギーへの啓発 （実施場所：LA CITTADELLA） 
○ 省エネ【LEDバルーン投光機】による吊り下げ照明装置 （実施場所：川崎産業振興会館） 
○ 太陽光パネルとLEDを使用したバス停標識の省電力化 
 （実施場所：川崎市営バス停留所（中丸子西町、登戸駅入口、田園調布学園大学前）） 

市内企業等を対象に、省エネ創エネ技術や製品の導入により、効果を上げた取
組を募集し、その中で優れた取組を表彰 

モ
デ
ル
事
業 

かわさき環境ショーウィンドウ 
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12 

環境技術のショーケース：ＣＣかわさきエネルギーパーク 

市内全域の再エネ・省エネ導入施設と啓発・情報発信拠点施設をネットワーク化し、
臨海部をはじめとした川崎の環境技術をショーケース化し、国内外に情報発信 

水道局鷺沼小水力
発電所９０ｋｗ 

南河原こども文化センター
地中熱空調システム 国際交流センター 

市民共同発電所 

ＣＣかわさきエコ暮らし未来館

（太陽光発電等PR施設） 

     ２０１１年８月６日開館 

聖マリアンナ医科大学 
省エネ改修（ＥＳＣＯ事業） 

東横線元住吉駅太陽
光発電１４０ｋｗ 

川崎地下街アゼリア 
水和物ｽﾗﾘ高効率空調ｼｽﾃﾑ 

水道局江ヶ崎小水力 
発電所１７０ＫＷ 

東京電力川崎火力発電所 
高効率発電所（ＭＡＣＣ） 

川崎天然ガス発電所
高効率発電所 

扇島太陽光発電所
約１３，０００ｋｗ ＪＸ日鉱日石風力発電所

２，０００ｋｗ 

浮島太陽光発電所 
 約７，０００ＫＷ 

エリーパワー 
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ蓄電池
生産工場 

川崎スチームネット 
発電所蒸気を 
周辺企業へ供給 

 ● 再エネ・省エネ施設     １８施設 

 ◎ 啓発・情報発信拠点施設  １施設 

麻生区役所 市民と連携
した太陽光発電５ｋｗ 中原区役所 

太陽光発電設備 

高津区役所 
太陽光発電設備 

東京ガス中原支店 
ｿｰﾗｰｸｰﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 

NEC玉川ﾙﾈｯｻﾝｽｼﾃｨ 
ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝﾋﾞﾙ 

●啓発関連施設 
 ・東芝科学館   ・地球温暖化防止活動推進センター 
 ・東京ガス環境エネルギー館  
 ・橘リサイクルコミュニティセンター 
 （計画予定施設）  
 ・環境総合研究所  ・リサイクルパークあさおプラザ棟 

○市内全域を「エネルギーパーク」として位置づけ 

○最先端の環境エネルギー技術の集積を国内外に発信 

○市民・事業者等のエネルギーへの理解の向上を図る 

ＣＣかわさきエネルギーパーク 

川崎駅東口駅前広場 
太陽光発電設備ほか 

近隣の関連施設と連携 
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○分散補完型のスマートコミュニティを推進 
○エネルギー利用の見える化を促進 
○環境・防災・くらし等の一体的なモデルを実施 

川崎駅周辺を 

スマートコミュニティ 

のショーケース化 

ソーラーシステム導入住宅 

HEMS 

太陽光発電住宅 

太陽光発電 

太陽熱温水 

高気密高断熱住宅 電気自動車 

BEMS 

雨水利用 中水道 

高効率空調機器 

コージェネレーション 

クリーンエネルギー
自動車 

太陽熱温水+高効率給湯器住宅 

充電ネットワーク 

BEMS 

BEMS 

川崎駅 

電力融通 

BEMS 

BEMS 
BEMS 

熱融通 

川崎スマートコミュニティモデル 
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川 崎 市 

環境技術による国際貢献の推進 
市内に蓄積する優れた環境技術の移転による国際貢
献を積極的に推進 

環境技術・ノウハウの集積 
これまでの公害問題の経験、現在の研究機関の集積
等により環境分野の技術・ノウハウが多数蓄積 

ＣＣかわさきの推進 
川崎の特徴・強みを活かし、全市を挙げて、地球温
暖化対策を積極的に推進 

国連環境計画（ＵＮＥＰ） 

国連工業開発機関（ＵＮＩＤＯ） 

中国瀋陽市 

ＵＮＥＰとの連携 
2005年より、川崎の環境対策の取組
の成果をアジアの各都市等と共有を
図るため、「アジア太平洋エコビジ
ネスフォーラム」を川崎で開催 

ＵＮＩＤＯとの連携 
在京アフリカ大使館視察団（23大使
館・26名）や南米からの研修生等が、
川崎市内企業の環境技術を視察 

友好都市中国瀋陽市と連携した取組 
川崎市は環境省、国立環境研究所、国
連環境計画（ＵＮＥＰ）等と連携して、
友好都市中国瀋陽市の循環経済の発展
に協力しています。 

環境産業分野、 

環境対策・技術の海外
移転に向けた取組での
交流・連携の深化 

 環境分野での海外との交流・連携の深化 
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川崎市が取組環境配慮キャ
ンペーン「CCかわさき“エコ暮

らし”」をテーマにした会場内
ツアーを実施 

 
 
◎開催日  ２０１２年２月１０日・１１日（２日間） 

◎開催場所 とどろきアリーナ 

◎テーマ 「今、かわさきから世界に伝えたい、環境技術」 

◎出展状況 市内企業を中心に１３６団体が出展  

      来場者１３，５００名 海外からの来場者１７４名 

◎商談数  ５００件（うち海外との商談 １００件）  

国際環境技術展２０１２の概要 

川崎国際環境技術展の開催 

 

                   
 
 

 
低CO2川崎パイロットブランド’11選定結果発表式（10日） 
かわさき環境ショーウィンドウ事業2011表彰式（11日）のほか 
環境産業分野の様々なキーパーソンからの講演を実施 

 
川崎市のポテンシャルである環境分野の技術・製品・ノウハウを多数 
展示し、広く国内外に発信。海外関係者も多数参加（中国上海市・北京
市・瀋陽市・香港、韓国テグ、アメリカオレゴン州・ペンシルベニア州・
ノースカロライナ州、オーストラリアクィーンズランド州など） 

川崎市の企業を中心に、最先端の環境技術やノウハウをはじめ、世界の環境問題に即応性の高い技術を広く国
内外に情報発信することで、世界の低炭素社会作りに貢献することを目的に、２００９年から開催している展示会 

 ●かわさきの「環境技術」をクローズアップしたテーマ企画 

●ステージプログラム ●環境技術展示 

●ＣＣかわさき 
エコ暮らしツアー 

●かわさき環境ショー    
ウィンドウ事業の紹介 

●環境モデルエリア 
川崎エココンビナートの紹介 

●エクスカーション 
市内の環境関連施設巡り 
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・市では、公害研究所、公害監視センター、環境技術情報センターの３つの事
業所を 統合し、国連環境計画（ＵＮＥＰ）、国立環境研究所、大学や環境技術
を有する企業 との連携を図りながら、環境の総合的な研究を行う拠点として、
環境総合研究所を 整備します。 
 ・2008年には、環境総合研究所の先駆けとして、環境技術情報センターを開

設しました。以降、川崎の優れた環境技術情報の収集・発信や川崎のフィール
ドを活かした産学公民連携共同研究、海外からの研修の受入などに取り組ん
でいます。 

 
 
＜導入機能１＞「都市と産業の共生」を目指した研究（産学公民連携共同研究） 
 ・温室効果ガス排出量の推計手法、地球温暖化対策の指標開発 
 ・低炭素社会や循環型社会の構築に向けた研究 
 ・国立環境研究所等との共同研究 
 

＜導入機能２＞川崎の優れた環境技術の移転による国際施策推進 
 ・国連環境計画（UNEP）との連携事業 
 ・その他国際機関と連携した事業 
 ・海外からの視察・研修受入 
 

＜導入機能３＞川崎の優れた環境技術情報の収集・発信 
 ・川崎の環境への取組や経験の体系化、アーカイブ 
 ・分かりやすい情報発信のための分析・加工 
 ・ＩＣＴなどを活用して、国内外と環境技術情報を収集・発信 
 

＜導入機能４＞さらなる環境改善と環境汚染の未然防止のための監視・調査・研究 
 ・環境保全に関する常時監視・調査・研究 
 ・環境リスクに関する調査・研究 
 ・汚染物質の漏出・漏洩時における緊急的対応 
 ・測定・分析における精度管理 
 ・環境モニタリング 
 

＜導入機能５＞多様な主体と連携した環境教育・学習 
 ・理化学的な環境教育・学習プログラムの開発 
 ・多様な環境活動との連携 
 

 
 
＜殿町３丁目地区＞ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜（仮称）産学公民連携研究センターの整備＞ 
 

・ （仮称）産学公民連携研究センターは、殿町３丁目地区の研究開発拠点の

拠点 形成を促進する中核施設として整備します。環境総合研究所のほか、
（仮称）健 康安全研究センター、企業・大学等の研究開発室などで構成する
複合施設です。 
 
＜環境総合研究所の整備＞ 
 

・環境総合研究所は、殿町3丁目地区に整備する（仮称）産学公民連携研究
センター内に設置します。 
 

・環境総合研究所は、環境関連産業や研究機関の集積や研究者の交流によ
る環境分野における研究開発の促進など、川崎臨海部に相乗効果・波及効
果を生み出す取組を推進します。 
 

・2012年度の運営開始を目指しています。 
 

Ⅱ 環境総合研究所に導入する５つの機能 

Ⅲ 殿町３丁目地区での環境総合研究所の整備  Ⅰ 環境総合研究所の整備に向けた取組 

・殿町３丁目地区は、2010年10

月に再拡張・国際化が予定され
ている羽田空港の対岸に位置
しています。 
 

・環境やライフサイエンス分野
の高度な先端技術を有する大
学・研究機関・企業等の集積や、
臨空関連産業等の集積を目指
している約40haのエリアです。 
 

・市は2010年4月に1.3ｈａの用

地を取得しました。現在、地区
の核となる研究開発施設の整
備を進めています。 

殿町3丁目地
区 

羽田空港 

川崎市環境総合研究所の整備 
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17 

御清聴ありがとうございました 
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